
岐阜県教育委員会

令和６年度採用岐阜県公立学校教員採用選考試験

選 考 の 概 要
（高等学校教諭，特別支援学校教諭）

岐阜県はこのような教師を求めています
幅広い教養と高い専門性をもち、常に学び続ける教師
誰一人悲しい思いをさせない、愛情と使命感あふれる教師
指導方法を工夫し、児童生徒に確かな学力をつける教師



具体的には・・・
○社会人として良識ある言動を取れる社会性があり、どのような

立場の人とも良好な人間関係を築くことができる。
○幅広い知識と専門分野の高い学力があり、児童生徒が自ら考え、

解決し、行動できるようにするために指導・助言ができる。
○研修、研究会、実践発表会、先輩や同僚教員との交流、日々の

教材研究、読書等のあらゆる機会を通して教師としての力量を
高めようとする向上心がある。

Ａ：岐阜県の求める教師像は次のとおりです。

例えば、いじめや不登校、友人関係のトラブルや学力不振等、児童
生徒が抱える諸問題に対して・・・
○児童生徒の変化を見逃さずに解決を図る観察力がある。
○児童生徒や保護者に寄り添いながら解決を図る包容力、想像力、

忍耐力、危機管理能力がある。
○他の教員や関係機関等と協力しながら解決を図る協調性、コミュ

ニケーション能力がある。

具体的には・・・
○自分の教える教科・分野を愛し、どこまでも没頭することができる。
○研修や研究会等に進んで参加し、新しい理論や方法、指導や助言等

を柔軟に取り入れながら絶えず授業改善に努めることができる。
○眼前の児童生徒にどのような学力を身に付けさせるべきかを正確に

把握し、教材、指導方法を的確に選択して粘り強く教え続けること
ができる。

○経験に甘えず、いつまでも教材研究に邁進することができ、授業を
通して児童生徒に学ぶ楽しさや喜びを伝えることができる。



＜平成２９年度＞
◎特別支援学校教諭の志願種別に「数学、理科、

家庭、商業」を新設
＜平成３０年度＞

◎１次試験（高等学校・特別支援学校）
全員を対象に筆記試験と面接試験を実施
筆記試験における教科専門の時間延⾧
６０分→７５分

◎２次試験（高等学校）記述試験を廃止
◎理工系特別選考の廃止

＜平成３１年度＞
◎特別支援学校教諭の志願資格（免許状）の変更

＜２０２０年度＞
◎加点制の導入
◎１次試験における免除規定の見直し

＜令和３年度＞
◎社会人特別選考、地域限定特別選考を実施
◎スポーツ特別選考の廃止
◎２次の適性検査の廃止
◎障がい者特別選考の対象を全障がい種に拡大
◎１次の筆記試験のうち教職教養を、２次の集団

（グループ）討議及び実技試験を取り止め
（新型コロナウイルス感染症対策）

＜令和４年度＞
◎電子申請による申込の実施
◎社会人特別選考の要件の変更
◎免除対象の「岐阜県教諭経験者」を「教諭経験

者」に変更
◎第２次選考試験受験者を対象にWebで適性検査

を実施
＜令和５年度＞

◎筆記試験の教科専門の問題数を30問から25問
に、時間を75分から60分に変更

◎地域限定特別選考の対象について、県外出身者
の限定を撤廃

◎免除対象の前年度第１次選考合格者の内容変更
◎情報資格所有者に加点追加 (情報志願者対象)

Ａ：より公平性・透明性を高め、人物重視の採用試験となるよう
次のように取り組んでいます。

＜平成１８年度＞
◎ホームページでの合格者発表

＜平成１９年度＞
◎現職教諭の１次の筆記試験の免除

＜平成２０年度＞
◎スポーツ特別選考を実施
◎教職大学院進学者名簿登載期間延⾧制度創設
◎特任講師制度創設

＜平成２１年度＞
◎受験年齢上限の拡大 ４０歳→４５歳
◎特別支援学校への志願資格の緩和
◎高校音楽における特別選考の実施

＜平成２２年度＞
◎工業募集系列の変更
◎県教育委員会と連携している岐阜大学教職大学院

の修了見込者は、１次試験を免除
＜平成２３年度＞

◎前年度１次試験合格者に対する１次の筆記試験の
免除制度の導入

◎前年度からの常勤講師に対する１次の筆記試験に
おける一般教養・教職教養の問題の免除制度の導入

＜平成２４年度＞
◎１次試験の免除対象を岐阜大学教職大学院修了見込

者から全ての教職大学院修了見込者へ拡大
◎採用候補者名簿登載期間の延⾧を岐阜大学教職大学

院進学者から全ての大学院進学者へ拡大
＜平成２５年度＞

◎１次の筆記試験のうち、一般教養の分野からの出題
を取り止め

◎教科「情報」特別選考を実施
＜平成２７年度＞

◎受験年齢制限の撤廃 ４５歳→５９歳
◎岐阜県教諭経験者に対する１次の筆記試験

における教職教養問題の免除
（高等学校・特別支援学校）

◎理工系特別選考を実施（高等学校）
＜平成２８年度＞

◎２次試験「適性検査」の１本化
◎２次試験「論文試験」の時間延⾧４０分 → ６０分
◎２次試験「記述試験」の時間延⾧６０分 → ７５分

【従前の工夫】

【令和６年度採用試験の主な変更点】
◎第1次選考における集団面接を廃止し、第2次選考において全受験生に対して模擬授業又は実技試験の実施
◎筆記試験の教科専門の問題数を25問から20問に、時間を60分から50分に変更
◎地域限定の試験内容を一般選考と同一とし、実施する教科（科目）を明示
◎美術、工業における普通免許状の所持を志願の要件としない選考試験（スペシャリスト特別選考）の実施
◎令和４年度実施の本県教員採用選考試験において、新型コロナウイルスに感染又は濃厚接触者となったこ

とにより、第２次選考試験を辞退(欠席)した者に対する免除



Ａ：社会経験が豊かで優秀な人材を求めています。第１次選考
試験において教職教養を免除します。

必要な教員免許状を所有し（令和5年3月31日までに取得見込の者を含む）、
令和５年3月31日時点において、法人格を有する民間企業（学校法人を除く）
又は官公庁（国立大学法人が設置する学校、公立学校を除く）等において、常
勤の職としての勤務経験が通算して５年以上（休職､育児休業等の期間は除
く）ある者

【対象】

【募集人員】

【免除等】

・高等学校教諭で３名程度、特別支援学校教諭で２名程度（「一般選考」の外
数）
＊次頁の「令和６年度採用予定数」には、「社会人特別選考」における採用

予定数は含まれていません。

・第1次選考試験において、「教職教養」を免除します。
・「社会人特別選考」で合格とならなかった場合は、「一般選考」に出願した

者として改めて選考します。

Ａ：一定期間にわたり地域の活性化に資する人材を求めたもの
ですが、試験内容は一般選考とかわりません。

【対象】
採用後、郡上地域（郡上市） ・恵那地域（恵那市、中津川市）・飛騨地域

（飛騨市、高山市、下呂市）のいずれの地域の学校でも10年程度勤務すること
が可能な者

【募集人員】
・一般選考（高等学校90名、特別支援学校65名）の内数
＊次頁の「令和６年度採用予定数」には、「地域限定」における採用予定数が

含まれています。

【補足】
・「地域限定（一般併願）」の科目において「地域限定」で出願し、「地域限

定」で合格とならなかった場合は「一般選考」に出願した者として改めて選
考します。



Ａ：過去５年間の受験者数・採用者数・倍率、及び今回の採用予定
数は次のとおりです。

令和６年度
採用

区分 教科（科目） 採用予定数 受験者数 採用者数 倍率 受験者数 採用者数 倍率 受験者数 採用者数 倍率 受験者数 採用者数 倍率 受験者数 採用者数 倍率

一般 485 264 1.8 555 308 1.8 557 270 2.1 567 249 2.3 588 223 2.6
特別支援 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 10 3 3.3
算数 ー ー ー ー ー ー 33 20 1.7 19 11 1.7 32 21 1.5
理科 ー ー ー ー ー ー 17 7 2.4 24 12 2.0 27 13 2.1
英語 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 11 8 1.4
合計 485 264 1.8 555 308 1.8 607 297 2.0 610 272 2.2 668 268 2.5
国語 43 21 2.0 41 18 2.3 50 21 2.4 52 16 3.3 49 17 2.9
社会 84 19 4.4 72 27 2.7 90 17 5.3 118 25 4.7 126 16 7.9
数学 76 29 2.6 76 36 2.1 58 30 1.9 78 31 2.5 76 29 2.6
理科 30 16 1.9 39 14 2.8 47 20 2.4 43 20 2.2 57 27 2.1
音楽 28 7 4.0 23 8 2.9 35 7 5.0 31 9 3.4 42 8 5.3
美術 9 3 3.0 13 5 2.6 19 6 3.2 10 5 2.0 12 6 2.0

保健体育 108 11 9.8 119 17 7.0 108 18 6.0 113 17 6.6 125 8 15.6

技術 6 3 2.0 5 4 1.3 6 3 2.0 6 3 2.0 6 3 2.0
家庭 8 3 2.7 9 5 1.8 9 4 2.3 4 3 1.3 7 3 2.3
英語 77 32 2.4 79 23 3.4 78 33 2.4 71 22 3.2 75 31 2.4
合計 469 144 3.3 476 157 3.0 500 159 3.1 526 151 3.5 575 148 3.9
国語 90名程度 52 15 3.5 47 14 3.4 79 25 3.2 65 16 4.1 59 14 4.2

地理歴史 61 18 3.4 66 16 4.1 74 15 4.9 84 18 4.7 81 12 6.8
公民 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ー ー ー ー ー ー
数学 69 16 4.3 71 9 7.9 96 12 8.0 77 25 3.1 71 16 4.4
理科 53 7 7.6 77 17 4.5 75 8 9.4 85 10 8.5 85 13 6.5
英語 34 10 3.4 47 18 2.6 47 19 2.5 54 13 4.2 54 15 3.6

保健体育 106 10 10.6 106 15 7.1 142 11 12.9 124 16 7.8 151 14 10.8

音楽 6 1 6.0 10 1 10.0 ー ー ー ー ー ー ー ー ー
美術 ー ー ー 15 1 15.0 ー ー ー 9 2 4.5 ー ー ー
家庭 23 6 3.8 22 3 7.3 22 5 4.4 18 4 4.5 22 6 3.7
農業 13 8 1.6 13 3 4.3 14 5 2.8 14 5 2.8 20 6 3.3
工業 16 4 4.0 14 8 1.8 18 10 1.8 15 8 1.9 27 8 3.4
商業 44 5 8.8 43 3 14.3 52 6 8.7 66 8 8.3 62 7 8.9
情報 18 2 9.0 10 3 3.3 10 5 2.0 9 1 9.0 21 2 10.5
書道 ー ー ー 14 2 7.0 ー ー ー ー ー ー ー ー ー
福祉 2 2 1.0 8 1 8.0 8 1 8.0 ー ー ー ー ー ー
合計 497 104 4.8 563 114 4.9 637 122 5.2 620 126 4.9 653 113 5.8

65名程度 157 66 2.4 154 57 2.7 198 80 2.5 204 70 2.9 210 74 2.8
15名程度 155 20 7.8 154 29 5.3 159 33 4.8 139 29 4.8 139 18 7.7

32 4 8.0 29 5 5.8 37 9 4.1 43 3 14.3 39 2 19.5

養護教諭

小
学
校
教
諭

中
学
校
教
諭

140名程度

高
等
学
校
教
諭

令和３年度採用

特別支援学校教諭

栄養教諭

２０２０年度採用 平成31年度採用令和４年度採用令和５年度採用

220名程度

※採用者数には、採用延期からの採用者の数を含みます。
※「令和６年度採用予定数」には、「社会人特別選考」における採用予定数は含みません。



Ａ：教師としての基礎的な知識や技能はもとより、求める教師
像に照らした“人物重視”の試験を行っています。

時間 備 考 評 価 項 目

筆記
試験

50分

〔教科専門：２０問〕

・高等学校教諭の｢地理歴史｣､｢理科｣及び｢工業｣は､教科共

通問題と各専門分野の問題により構成

・特別支援学校教諭は､各教科､特別の教科 道徳､外国語活

動･外国語､総合的な探究の時間､特別活動､自立活動及び

障がい児教育の分野より出題

教科(科目)の指導

に必要な専門的知

識

15分
〔教職教養：１０問〕

・全志願種共通問題
教員としての教養

【第１次選考試験】

【第２次選考試験】

時 間 備 考 評 価 項 目

論文
試験 60分

教育に関するテーマについて、自分の考えを論理的な文

章としてまとめる。

論理的な思考力や

表現力

面接
試験

20分 ○個人面接
教員としての適格

性や将来性

20分

○プレゼンテーション面接

・教育現場等における様々な場面において教育者としてど

のような言動をとるのがよいか考え、実際に演示する。

・演示の意図等に関する面接委員からの問いに対し、自分

の考えを論理的に説明する。

社会性や論理性、

判断力

模擬
授業
又は
実技
試験

教科
によ
り異
なる

各志願種別、各教科の専門的な指導ができるための実践

的な指導の能力をみる。
教科により異なる



Ａ：次のとおり、解答は全てマークシート方式で、電算処理さ
れます。

教科専門

解答時間 50分

解答方式 マークシート方式

問題数及び
出題範囲

【高等学校各教科（科目）】 全２０問
国語、地理歴史（地理）、地理歴史（日本史・世界史）、数学、理科（物
理）、理科（化学）、理科（生物）、英語、保健体育、音楽、美術、家庭、
農業、工業（機械系）、工業（電気・電子系）、工業（建築系）、工業
（デザイン系）、商業、情報

【特別支援学校】 全２０問

配 点 計４００点

教職教養

解答時間 15分

解答方式 マークシート方式

問題数及び
出題範囲

教育心理、教育法規、教育史、人権教育 等 全１０問
※学習指導要領からの出題も含む

配 点 計１００点



Ａ:各志願種別、各教科の専門的な指導ができるための実践的な指導の
能力をみます。

＜実施教科＞
国語、地理歴史（地理）、地理歴史（日本史、世界史）、数学、理科（物理）、
理科（化学）、理科（生物）、英語、農業、工業（機械系）、工業（電気・電子系）、
工業（建築系）、工業（デザイン系）、商業、情報

Ａ:それぞれの教科で観点や配点等は異なりますが、どの教科においても、
下記の例のような評価の拠り所となるものをもって評価します。

１．専門的知識 等
・設問となっている内容項目について理解しているか

２．実践的指導力 等
・指導のポイントについて気づいているか
・生徒の理解度を想定した指導ができているか
・生徒にわかりやすく説明しているか

３．総合的人間力 等
・熱意や安心感があるか
・説得力のある話しぶりであるか
・信頼感を感じられるか

４．想像力 等
・生徒の状況を想像し、その理解度に応じた指導ができるか
・生徒のやる気を損なわない配慮があるか
・解答した生徒の課題についての示唆や理解している生徒への課題の提示があるか

・生徒が作成した作品や解答について、改善点やよくできている点を指摘しながら
クラス全体に指導する。

・与えられた原文について、その日本語訳または現代語訳を示し、そのように訳す
ことができる理由についてクラス全体に解説する。

・与えられたデータや写真等の資料をもとに、生徒に指導する内容について明示し
クラス全体に指導する。
※ ここに挙げた形式で出題されるとは限りません。

問題の一例（教科によって異なりますが、次のような例が考えられます）



Ａ：教科の専門的な指導ができるための実践的な指導力を計り
ます。

【高等学校教諭志願者「実技試験」の内容（過去例）】

○令和４年度採用（令和３年度実施）

教科 実技試験の内容

保健体育

①陸上運動

②ダンス

③バレーボール、バスケットボール、サッカーから１種目

家庭
①かきたま汁の調理、指定食材の切り方

②シャツブラウスの左身ごろのそで付け

音楽

①主専攻実技の演奏

②弾き歌い

③新曲視唱

美術 ①鉛筆写生

書道

①古典臨書

②色紙、画仙紙に創作

③金封の表書き

○令和５年度採用（令和４年度実施）

教科 実技試験の内容

保健体育

①陸上運動

②ダンス

③バレーボール、バスケットボール、サッカーから１種目

家庭
①茶碗蒸しの調理、指定食材の切り方

②ハーフパンツの作成

音楽

①主専攻実技の演奏

②弾き歌い

③新曲視唱

○令和６年度採用実施教科
保健体育、家庭、音楽、美術



１．態度
・熱意や快活さはあるか
・表情に豊かさはあるか
・真摯に取り組もうとしているか 等

２．論理性
・筋道の立った考え方ができているか
・相手の立場や考えなどに配慮して話して

いるか
・話の内容に妥当性や論理性はあるか 等

３．社会性・使命感
・社会常識に適合した判断ができているか
・教育者としての使命感が感じられるか 等

４．表現力
・目的が明確な語りとなっているか
・説得力はあるか
・話し方の工夫をしているか 等

５．判断力
・設定された場面を正しく理解し、状況を

ふまえた的確な言動がとれているか
・教育的な判断・配慮がみられるか 等

１．教育観に立った主義・主張
・体験などをもとに具体的な記述ができているか
・内容が説得力のあるものか
・課題に対して多面的な見方ができているか 等

２．文章構成等
・読み手にわかりやすい論理構成となっているか
・与えられた字数を、精一杯生かして論述しようとしているか 等

３．正確さ
・丁寧に書こうとしているか
・誤字、脱字はないか 等

Ａ：２次の個人面接試験、プレゼンテーション面接試験、論文試
験では、次のような観点で評価を行っています。

１．態度
・身だしなみは教師として適切か
・節度ある態度か
・礼儀正しいか
・立ち居振る舞いは落ち着いているか 等

２．明朗性
・快活さが伝わってくるか
・情熱や気迫が伝わってくるか
・清潔感があるか 等

３．協調性・責任感
・教育に対する意欲や使命感はあるか
・誠実感が感じられるか
・信頼感があるか 等

４．表現力
・話の内容に統一性があるか
・語調、声量は適切か
・説得力・表現力はあるか 等

５．積極性
・自分自身に自信をもっているか
・実行力があるか
・正しい判断力をもっているか 等

【論文試験】

【個人面接試験】 【プレゼンテーション面接試験】



①プレゼンテーション面接試験開始時に、面接委員から課題
が示される。

↓
②示された課題について、数分間で、面接委員の前で演じる

内容を考え、発表の準備をする。

↓
③対象が目の前にいるものと想定して、数分間で、児童生徒

に対する働きかけや保護者に対する説明等をする。
↓

④面接委員からの質問に対し、自分の考えやねらいについて
説明する。

Ａ：学校生活に関係のある具体的な場面設定をもとに、児童生
徒に対する働きかけや保護者に対する説明等を面接委員の
前で実際に演じてもらうものです。プレゼンテーション後
に、その内容に関する質問を中心に応答します。

【課題例】（高等学校）
あなたは、高校２年生の担任です。ある日の学年集会で、学校の近隣に住む

お年寄りを講師として招いて、戦争体験について講演をしていただいたところ、
クラスの生徒の大半が講演中に居眠りをしているのを見かけました。学年集会
が終わり、クラスの生徒が教室に戻ってきた場面を想定して対応してください。

【課題例】（特別支援学校）
あなたは、知的障がいを対象とした学級（中学部１年生）の担任です。A君と

B君がけんかをしていたところ、仲裁に入ったC君が、けんかをやめさせるため
に、２人を叩いてしまいました。その場面を想定して対応してください。

◆◆◆「プレゼンテーション面接試験」の実施方法◆◆◆

※詳細は、試験当日にお伝えします。



Ａ：“人物”を幅広い視野から見るため、民間企業で勤務されて
いる方等、学校関係者以外の方々にも面接官になっていた
だいています。

２次試験でのイメージ

面接官

模擬授業試験
・学校の管理職(教頭等）

・教育委員会指導主事         等

プレゼンテーション

面接試験

個人面接試験 ・学校の管理職（校⾧・副校⾧等）

・民間企業の人事等担当者

・学校PTA役員等経験者

・知事部局の職員           等

2次

受験者

面接官面接官

＜個人面接試験・プレゼンテーション面接試験＞

＜模擬授業試験＞

教科、科目により、異なる。



Ａ：１次試験・２次試験の配点割合は次のようになっています。



Ａ:第２次選考試験受験者を対象にWebで実施します。個人面接試験の参
考資料とします。

第１次選考試験
７月２２日

第１次選考試験 結果通知
８月３日通知予定

※第1次選考試験合格者に対し、結果通知とあわせて
適性検査の受検案内をします。

適性検査（Ｗｅｂ）

ログイン後、受検開始

【イメージ】
検査を実施します。
指示されたＩＤ等を入力後、ログインしてください。

ログインＩＤ

ＬＯＧＩＮ

・受検URLと受検者IDをお知らせします。
・受検開始日及び受検終了日をお知らせします。

第２次選考試験
８月16日～18日



Ａ：公平で透明性の高い採用試験を実施していくために、決定までの
過程に次のような工夫を取り入れます。安心して受験してください。

採 用
翌年度4月1日から

第１次選考試験
7月22日

第２次選考結果通知
9月15日 通知予定

問題作成

第２次選考試験
8月16日～18日

問題作成

筆記試験の問題、解
答を公開します。

また、平成22年度採
用選考より筆記試験の
問題の持ち帰りを実施
しています。

入力・採点・集計等
の作業は、必ず複数の
担当者で行います。

また、受験番号のみ
を頼りに作業を行って
おり、氏名は担当者に
見えません。

また、筆記(第１次)
のマークシートは機械
で自動的に読み込むた
め、この時点で人為的
な操作はできません。

また、ミスもあり得
ません。

合否判定
（選考会議）
合否を決定する選考

会議に、平成21年度
採用の選考より教育委
員が参加しています。

情報開示

不合格者に対する選
考結果について、５区
分したランクと各種試
験における得点を示し
たものを情報提供しま
す。
（通知とともに連絡）

受験者へメールまたは郵送にて
通知、ＨＰへの(受験番号の)掲載
を行います。

なお、電話等による合否の問合
せには、一切対応できません。

【通知・発表等について】

入力・集計作業

三親等以内に受験者が
いる者は、業務に一切携
わることはできません。

第１次選考結果通知
8月3日 通知予定



Ａ： １校目は原則受験した校種に配置されますが、受験した
校種以外にも配置されることがあります。

児童生徒の発達段階をトータルにとらえて教育活動を行い、教員としての資質
向上を図るため、２校目以降は受験した校種以外の学校等にも計画的に配置され
ます。他校種の学校はもちろん、社会教育文化施設や行政機関、大学院、民間企
業等で経験を積む機会を幅広く設けています。こういった交流や経験、研修を通
じて、新しい視点で児童生徒をとらえることができるようになります。

【高等学校教諭及び特別支援学校教諭の２校目以降の配置例】

・高等学校 → 中学校
・高等学校 → 特別支援学校
・特別支援学校 → 小学校・中学校・義務教育学校・高等学校
・高等学校 → 他県の高等学校（人事交流）
・特別支援学校 → 他県の特別支援学校（人事交流）
・高等学校 → 博物館、図書館等の社会教育文化施設
・高等学校・特別支援学校 → 知事部局を含む県の行政機関
・高等学校・特別支援学校 → 国の行政機関（研修）
・高等学校・特別支援学校 → 大学院や民間企業等（研修）


